
友愛訪問活動で、配食サービスのお弁当を届ける松浦重富さん友愛訪問活動で、配食サービスのお弁当を届ける松浦重富さん
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３
割
の
世
帯
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
だ
け
で
生
活

 

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成

12
年
、飯
南
町
の
65
歳
以
上
の
人
口

は
２
２
５
２
人
、高
齢
化
率
は
34
・

４
％
で
し
た
。15
年
後
、平
成
27
年

に
は
、65
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
８

７
人
で
微
減
。し
か
し
、75
歳
以
上

の
人
口
は
１
４
０
８
人
に
増
加
、15

歳
〜
64
歳
の
人
口
は
１
１
０
４
人

減
少
し
２
３
２
６
人
に
。高
齢
化
率

は
９
・
１
％
上
昇
し
43
・
５
％
と
な

り
ま
し
た（
図
１
）。そ
し
て
、65
歳
以

上
の
単
身
世
帯
は
２
９
８
世
帯
、夫

婦
と
も
65
歳
以
上
の
高
齢
夫
婦
世

帯
は
２
８
４
世
帯
で
、合
わ
せ
る
と

５
８
２
世
帯
と
な
り
、全
世
帯
の
３

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。（
数
値
は

国
勢
調
査
）

　

ま
た
、65
歳
以
上
の
世
帯
員
が
い

る
世
帯
の
世
帯
構
成
を
見
て
み
る

と
、単
身
ま
た
は
夫
婦
世
帯
の
割
合

は
49
％
、75
歳
以
上
で
は
45
％
、85

歳
以
上
で
は
36
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

 

地
域
が
生
活
を
支
え
る

　

こ
の
事
実
を
、日
常
生
活
で
考
え

る
と
大
き
な
問
題
が
見
え
て
き
ま

す
。例
え
ば
、蛍
光
灯
の
交
換
や
買
い

物
、回
覧
板
、ゴ
ミ
出
し
。以
前
は
、

家
に
は
若
い
夫
婦
や
子
ど
も
が
い

て
、日
々
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
は
、家
族
の
誰
か
が
手

伝
え
ば
解
決
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、高
齢
者
だ
け
の
世
帯
で
は
、基

本
的
に
は
自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。小
さ
な
困

り
ご
と
だ
っ
た
こ
と
が
、大
き
な
困

り
ご
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

都
市
部
の
よ
う
に
、高
齢
者
の
人

数
自
体
が
増
え
る
場
合
は
、介
護
施

設
や
福
祉
施
設
を
増
や
す
方
法
も

考
え
ら
れ
ま
す
。一
方
、本
町
で
は
、

２
０
３
０
年
の
65
歳
以
上
人
口
は
、

約
１
８
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
で
、現
在
の
施
設
定
員
に
余
裕

が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の

た
め
、施
設
を
増
や
す
と
い
う
選
択

で
な
く
、在
宅
で
の
生
活
を
支
援
す

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。し
か
し
、介
護
保
険
制
度

で
は
、サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
支

援
内
容
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

て
、身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
簡
単

な
こ
と
は
、サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、
町
で
は
、
高

齢
者
の
在
宅
生
活
を
地
域
全
体

で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

 

平
成
29
年
４
月
に
、町
社
会
福
祉

協
議
会
と
役
場
保
健
福
祉
課
に「
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
配

置
し
ま
し
た
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
主
た
る
役
割
は
、地
域

の
支
え
合
い
の
推
進
。地
域
に
不
足

し
て
い
る
介
護
予
防
や
生
活
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
を
把
握
、地
域
の
関
係
団

体
等
へ
の
働
き
か
け
や
情
報
共
有
、

連
携
体
制
を
構
築
し
、サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
の
発
掘
や
養
成
、地
域
の

ニ
ー
ズ
と
不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
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図1  飯南町の人口の推移

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年

■後期高齢者（75歳以上）
■高齢者（65～74歳）
■年産年齢人口（15～64歳）
■年少人口（15歳未満）

図2  65歳（または75歳,85歳）以上の世帯員がいる世帯の家族構成
■単身世帯 ■夫婦のみ ■子どもと同居 ■親と同居 ■3世代世帯 ■その他

49.2％ 45.3％
36.3％

65歳以上世帯員
がいる世帯

75歳以上世帯員
がいる世帯

85歳以上世帯員
がいる世帯

見守りから始める

　
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
、便
利
に
な
る
世
の
中
。薄
れ
ゆ
く

人
間
関
係
、地
域
の
つ
な
が
り
。そ
の
昔
、地
域
の
中
に
あ
っ
た
助

け
合
い
は
、い
つ
し
か
、行
政
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

置
き
換
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
ん
な
中
、元
々
地
域
に
あ
っ
た
助
け
合
い
、見
守
り
の
機
能
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。今
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
ゆ
る
や
か
な
見
守
り
」。

　生活支援と言うと少しかたく感じま
すが、平たくいうと「ゆるやかな見守り」
とも言えるかもしれません。昔は自然に
地域にあったものだと思いますが、社
会保障の充実に伴い、薄れてきたと思
います。便利になればなるほど、助け合
わなくても生活できてしまいますから。
　例えば、認知症になり、デイサービス
等を利用し始めたり、病気で入院して
しばらく地域から離れてしまったりする
と、地域の人と少し距離ができてしまう
かもしれません。確かに、医療や介護
福祉サービスだけを頼りに、その後も
自宅で生活できるかもしれませんが、
やっぱり、本人にとっても地域とのつな
がりがあったほうが、生活や人生が豊
かになるはず。専門的な支援が必要な
人こそ、地域の力も必要です。

　ただ、見守りと聞くと見張られている
と感じる人もおられると思います。なの
で、見守られることが負担にならないよ
うに、見守りが詮索にならないように気
をつけないといけません。だから、“ゆ
るやかな見守り”となります。
　１から10まで地域で知っていなくて
も、専門職が知っていれば十分なこと
もあります。でも、地域のことを気に掛
けておかないといけないということは、
皆さんに忘れないでいてほしいです。
　また、普段からの見守りは、災害の時
にも活きてきます。災害という非常時で
あっても生活は続きますし、より一層助
け合いが必要となります。この仕組み
が、地域の中に自然にあれば、災害に
も素早く対応できるはずです。

飯南町社会福祉協議会  地域福祉課長
生活支援コーディネーター

吾郷由美子さん


